




Ⅱアスピリン療法

　昭和 48 年以来,我々はアスピリン療法(体重 1kg あたり 100mg)を提唱し約 80

例の川崎病患児にアスピリン単剤の投与を行ってきたが現在までに 1例も動脈

瘤病変をきたしたものはない。昭和 53 年に 1 例のみ症状の経過途中に急速な

血小板の減少,フイブリノーゲンの減少,PT,PTT の延長,FDP の軽度上昇を認め

た為にヘパリンおよびウロキナーゼの併用療法を行ったものがあったが,冠動

脈造影にて異常を認めなかった。


